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日本社会の安全性は、国際的にみても、比較的高いといわれており、近年、犯罪（刑法にかかわるケース）が年々減少
傾向にある。しかしながら、その内容をみると、子ども・女性・高齢者等社会的に弱い立場にいる人々に対するもの、不
正アクセス等のインターネット上の犯罪、特殊詐欺等が増加しており、社会情勢の変化や科学技術の発展により、社会
の安全性は変容している。
　地域社会の持続的発展のためには、産業経済対策はもちろんであるが、それ以前に地域社会における潜在的危険
の認知や現実的危険への適切な対処が必要である。
　本講義では、社会安全や危機管理に精通している外部講師を中心に、個人や地域社会の安全をいかに確保するの
か、そのための施策のあり方や社会正義について学ぶ。

地域、安全、危機管理

・近年の日本国内及び鳥取地域の治安情勢について理解できる。
・個人や社会の安全のための政策を理解できる。

令和6年度までの後期主題科目「鳥取を知る」でも鳥取県警察本部長の講義が１コマあったので、受講していた人は本
講義により理解が深まります。
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共通教育棟Ｂ棟３階 S3030室

木曜日 12:00-13:00

共通教育棟D33講義室 全学共通科目

木　1 選択

一般講義 2.0

桐山　聰

前期

1,2,3,4 前期
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社会安全政策論 ～鳥取県警察における多様な取組～

Governance of Crime
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本科目を受講して得られる知識や能力は、本学が教育グランドデザインで定める以下の「現代的教養」と「人間力」の要
素に該当します。
　現代的教養（文化・社会・自然に関する幅広い知識）
　人間力（高い倫理観と市民としての社会性）

3．地域・国際社会での将来の活動に興味・関心を持ち、主体的・継続的に学び、自らの人
生を豊かにする生涯学習力を有している。
4．健全な倫理観を有し、豊かなコミュニケーションをもとに他者と協働し実践する力を身
につけている。

各講義の内容に基づく全２回のレポート（計100点）で総合的に評価する。

鳥取県警察本部からのメッセージは，以下の通り。
「治安情勢や警察活動の重要性について理解を深めてもらい、地域を担う人材を育成することを目的として、様々な危
機対処経験を有する警察本部の各所属長等が理論と現場の実態を関連付けながら分かりやすく解説します。」

　レポート作成におけるコピペ（Copy & Paste）はカンニングであり，レポートといえども単位は不可になります。附属図
書館主催の「レポートの書き方講習会」などを視聴して適切なレポート作成方法を身に付けておいてください。
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性
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回/Times 備考
/Note

1 警務部
 4/10

2 生活安全部
 4/17

3 生活安全部
 
4/24

４ 交通部
　5/1

5 生活安全部
　5/15

6 警備部
　5/22

7 　5/29

8 刑事部
 6/5

9 刑事部　
 6/12

10 中国四国管区警察局
鳥取県情報通信部
 6/19

11 警備部
 6/26

12 警察学校　
 7/3

13 警務部
 7/10

14 警察本部長
 7/17

15  7/24まとめ・レポート作成 復習：第14回講義までの内容の整
理

警察組織の教養制度 復習：採用後の教養等

犯罪被害者支援 予習・復習：犯罪被害者等に対する
各種支援

総論 復習：配布資料やノートの内容の理
解

犯罪捜査の概要 復習：犯罪捜査の概要

警察の情報通信 復習：機動通信、情報技術解析

危機管理 予習・復習：災害対策

テロ対策等 復習：国際テロ対策等

まとめ・レポート作成 復習：第6回講義までの内容の整理

組織犯罪対策 予習・復習：暴力団・薬物・匿名流動
型犯罪グループ・特殊詐欺等対策

インターネットと犯罪 復習：サイバー空間の脅威等

交通安全対策 復習：交通事故防止対策

子ども、女性を守る施策 予習・復習：少年非行、子どもの犯
罪被害、ストーカー、DV対策

授業内容
/Course Contents

予習・復習内容
/Contents of Preparation／ Review

ガイダンス、警察機構、制度、治安概要 成績評価、講義の概要等
予習・復習：日本の警察の仕組み等

犯罪の予防、地域コミュニティと治安 復習：犯罪の予防の理論と交番・駐
在所の活動

鳥取県警からの講師陣がオムニバス形式で実施する。

授業計画詳細登録/Course schedule




